
1 

 

■建設候補地の比較検討（各候補地におけるゾーニングの検討） 

候補地 豊山中学校 豊山スカイプール+駐車場+豊山グランド 
市街化調整区域 

 A 案 B 案 A 案 B 案 

配置イメージ(↑N) 

 

※体：体育館 

 武：武道場 

 →：歩行者動線 

 →：車両動線 

 

※トラックは 200ｍ 

     

配置の考え方 
既存体育館を残しながら、運動場に仮設校舎に

仮移転した上で敷地北東側に校舎を新築する 

既存体育館を残しながら、現運動場に新校舎を

建設する。 

豊山スカイプール敷地に教室棟を新築し、豊山

グランド敷地に体育館棟と運動場を設ける 

豊山スカイプール敷地に教室、体育館の両方を

設ける 

市内の市街化調整区域内の敷地を購入し、教

室棟、体育館棟の両方を設ける 

■敷地環境 △町の中央に位置するため、利便性に問題ないが、周辺道路が狭い △町の中央に位置するため、利便性に問題ないが、液状化の可能性がある。 

△町の外縁に位置するため、居住地により通

学距離に差が出る。周辺に歩道が整備されて

いないため、通学時の安全性の懸念がある。 

敷地面積 約 1.8ha 約 2.2ha 
約 2.5ha 

位置、通学距離 

〇町のほぼ中央に位置している。 

〇国の基準（概ね 6km）の半分以下の距離で通学可能 

〇通学距離の地域差に大きな偏りは生じない。 

〇町のほぼ中央に位置している。 

〇国の基準（概ね 6km）の半分以下の距離で通学可能 

〇通学距離の地域差に大きな偏りは生じない。 

△町の外縁に学校が設置される。 

〇国の基準（概ね 6km）以下の距離で通学可

能 

〇通学距離の地域差に大きな偏りが生じる。 

地震や洪水による 

被害 

△地震：最大クラスの地震時に震度 6 弱 

〇液状化：計算対象外 

△洪水：最大で 0.3m～1.0ｍ未満程度の浸水が発生。 

（平成 12 年 9 月東海豪雨による浸水あり（敷地南側道路）） 

△地震：最大クラスの地震時に震度 6 弱 

△液状化： 液状化の可能性は高い 

△洪水：最大で 0.3m～1.0ｍ未満程度の浸水が発生。 

（昭和 51 年 9 月集中豪雨による浸水あり（豊山スカイプール）） 

△地震：最大クラスの地震時に震度 6 弱 

△液状化：液状化の可能性は高い 

△洪水：最大で 0.3m～5.0ｍ未満の浸水が発

生。 

周辺の道路状況 

〇敷地西側の県道は、朝夕を中心に交通量が多いが十分な歩道が設置されている。 

△北側道路は幅員が狭く車両の交互通行が困難な生活道路であり、東側南側道路は、一方通行の

生活道路である。 

△県道側の門が狭いため、大型車両は東及び南側の道路よりアプローチすることになるが、幅員

が十分でないためアクセスに難がある。 

〇敷地に面する県道は、朝夕を中心に交通量は多いが十分な歩道が設置されている。 

〇敷地に面する町道は、歩道が整備された幹線道路若しくは交通量の少ない生活道路である。 

〇大型車両の搬入出は比較的容易となる。 

△幅員に余裕がある道路もあるが、必ずしも

十分な歩道は整備されていない。 

△物流倉庫や商業施設が近隣にあり、交通量

が多い道路もある。 

駐車場台数（教職

員・地域開放など） 
〇６５台 △６５台（社会教育センター用駐車場を含める場合は、別途台数を確保する必要がある） 〇６５台 

■屋内教育環境 〇良好な環境が確保可能 
〇周辺への配慮が必要になる可能性があるも

のの良好な環境を確保可能 

△環境を確保可能であるが、体育館と教室棟の

距離がある 

〇周辺への配慮が必要になる可能性があるもの

の良好な環境を確保可能 

〇周辺への配慮が必要になる可能性があるも

のの良好な環境を確保可能 

階数 〇3 階建 

〇3 階建 

△周辺は農地環境であり日当たりを考慮する

必要がある 

普通教室への日照 ○南東向き ○南東向き ○南西向き ○南東向き 〇南向き 

体育館への 

アクセス 
○既存とほぼ同じ距離 ○既存とほぼ同じ距離 △連絡橋を通じてアクセスする必要がある ○既存とほぼ同じ距離 〇既存とほぼ同じ距離 

周辺から受ける影響 〇特になし △周辺に工場が位置しており、対策が必要となる可能性がある 
△周辺に工場、物流倉庫等が点在しており、

対策が必要となる可能性がある。 

周辺への配慮 

(音や開口位置等) 

〇現状とほぼ同じ配置であるため、影響は少な

いと考えられる 

△新たに南側住宅地へ建物が面するため、配慮

が必要となる可能性有 
△周辺工場への配慮が必要となる可能性有 〇特になし 
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■運動場環境 
△運動場が現状より狭くなり、建物の影が落ち

る時間帯がある 

△運動場が現状より狭くなり、建物の影が落ち

る時間帯がある 

△現状より広く、日当りの良い運動場を確保で

きるが、教室棟と別敷地になるため、アクセ

スが悪い 

△現状より広く、日当りの良い運動場を確保で

きるが、教室棟と別敷地になるため、アクセ

スが悪い 

〇周辺への配慮が必要になる可能性があるも

のの良好な環境を確保可能 

規模 △現状より狭くなる △現状より狭くなる 〇広く確保できる 〇広く確保できる 〇広く確保できる 

校舎からのアクセス ○直接アクセス可能 △連絡橋を通じてアクセスする必要がある △歩道橋を通じてアクセスする必要がある 〇直接アクセス可能 

運動場の日照 △午後に体育館の影が落ちる △校舎の影が落ちる ○日照を遮る建物はない 〇周辺は田畑のため日射を遮る建物はない 

テニスコートの確保 〇２面確保可能 

その他 - - - - 
△周辺は農地環境であり、照明設備等の影響

を考慮する必要がある。 

■整備コスト 

(安い順) 
２位 １位 ４位 3 位 ５位 

造成の有無 ○無 △有 ※取得敷地による 

仮設校舎の有無 △有 ○無 ○無 〇無 

体育館の改築有無 ○無（既存を改修して利用） △有 △有 

プールの改築有無 〇無（既存を利用） 〇無（現豊山中学校のプールを利用する） △有 

その他 〇下水道整備済 - 

△連絡橋を設置する場合は費用が必要 

〇下水道整備予定あり 

△雨水貯留施設が必要となる可能性がある 

△既存県道歩道橋を移管してもらえない場合は

別途歩道橋が必要 

〇下水道整備予定あり 

△雨水貯留施設が必要となる可能性がある 

△用地取得費が必要 

△下水道の予定が設備がないため、浄化槽が

必要 

■工期・工事中の影響 

△工事の騒音等で生徒の学習環境が悪いと共

に引越しが２回必要になる等、学校運営に負

担がかかる 

△工期は短いが、工事中の騒音等で生徒の学習

環境が悪い 
〇別敷地であるため、学校運営に与える影響が少ない 

〇別敷地であるため、学校運営に与える影響

が少ないが、手続き等で時間をとられる可

能性がある 

新校舎共用開始 

までの期間 
△約 46 ヵ月 〇約 32 か月 ○約 29 ヵ月 

△約 29 ヵ月＋土地取得（約１年）及び各種

手続き期間（約 1.5 年） 

周辺環境への影響 
△住宅地側から車両の出入りが発生する 

△住宅地への騒音や粉塵の影響がある 

○建物建設エリアは住宅地に隣接しない 

△近隣事業者への配慮が必要 

〇周辺はほとんどが田畑であるため影響は少

ない 

学
校
運
営
へ

の
影
響 

利便性 △仮設校舎での運営が必要 △工事中はグラウンドが狭くなる ○影響無し ○影響無し 

騒音 △同一敷地内での工事となる ○影響無し ○影響無し 

引越回数 △2 回 ○1 回 ○1 回 〇1 回 

その他     

△都市計画手続きが必要 

△農地転用手続きが必要 

△開発行為手続きが必要 
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